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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、高齢期のワーク・ライフ・バランス（WLB）の実態について明らか
にすることにある。そこで、簡易版生活時間調査の質問票を開発し、他の属性を含めたWEB調査を行った。その
結果、中高齢期のワーク・ライフ・バランスを考慮する際には余暇活動のあり方が重要であること、また、ケア
（育児、介護）をおこなっている層については、細切れの育児、介護を過ごすパタンが抽出され、このような細
切れのケアが健康に与える影響が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to examine patterns in daily behaviors of older 
Japanese and to consider a concept of work-life-balance in later life. Older people face on problems
 how they keep a balance on social participations which are included labor work, housework, care 
work and leisure activities. Previous studies which focused on time-use in later life tended to 
focus on quantitative aspects on time-use such as average and ignored holistic and sequential aspect
 of daily time-use patterns. In this study, firstly I developed new simplified questionnaire for 
time use survey. Used sequential analysis, I describe the patterns of work-life-balance in middle 
and old age and the feature of time use in middle and old age is fragmented care work. 

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
日本の人口高齢化は急速に進展しており、

2017 年 9 月時点で 65 歳以上の高齢者人口比
率は 27.7%、75 歳以上の後期高齢者人口比率
は 13.8%である。高齢化が進むなかで、元気
に働きながら日常生活を送る高齢者の割合
も増えており、男性では 70～74 歳で 34.2%、
女性では 20.9%もの人が働いている。同時に、
長寿化にともないサポートを必要とする高
齢者もまた増えており、要介護者の発生率は、
75 歳以降からは加齢とともに上昇している。
要介護者への主な介護者もまた高齢者が半
数以上を占め、老いてもなお介護の重要な担
い手となっている（大和 2008）。 
ここから、現在の高齢者は、就労などの社

会参加と家庭における介護、そして自身の健
康の 3 つのバランスという問題に直面してい
ることが予想される。すなわち、この問題は、
高齢期のワーク・ライフ・バランス（WLB）
と健康の問題である。日本では、WLB の考
え方は少子化対策の文脈でもちいられるこ
とが多いが、子育て期だけでなく高齢期にも
適用できると考えられる。 
この高齢期の WLB についての調査は乏し

い。これは、高齢期研究が就労、社会参加、
介護と個別の領域ごとに行われてきたこと、
また各行動率や活動量の把握が中心であり、
その活動パタンの把握が行われてこなかっ
たためである（Lensnard 2010）。この状況に
対して、海外では生活時間調査をもちいて高
齢期の WLB を描く試みも行われている
（Fisher et al. 2011）。また、WLB の分析でも
ちいられる「社会生活基本調査」などの生活
時間調査は、生活時間については詳細に把握
しているものの、他の属性（健康状態、社会
階層、社会関係など）を調査しておらず、誰
が WLB に困難を抱えているのかというメカ
ニズムの分析、さらに、その帰結として WLB
のバランスを崩した果ての帰結についての
分析ができない。本研究は、簡易版生活時間
調査の質問票を開発し、他の属性を含めて調
査することで、この問題の解決をめざす。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高齢期の WLB の実態に

ついて明らかにすることにある。現在の高齢
者は、社会参加と家庭における介護、そして
自身の健康の 3 つのバランスをいかにとるか
という問題に直面しているが、その具体的な
日常生活の活動パタンの把握は行われてこ
なかった。 
そこで、本研究の目的を達成するために、

2 つの目的を定める。 
 

（1） 目的 1：簡易版生活時間調査の開発 
簡易版生活時間調査の質問票を開発する

ことである。既存の代表的な生活時間調査で
ある総務省「社会生活基本調査」は、生活行
動に関する項目が 20 項目あり、24 時間を 15
分ごとに 96 分割して行動を測定している。

しかしこのような調査を一般の方に答えて
もらうことは困難を伴う。そこで、ケア労働
を踏まえた WLB の問題を考察するための簡
易版の生活時間調査を開発する。 
 
（2） 目的 2：生活時間パタンの把握とメカ

ニズムの解明 
開発した簡易版生活時間調査をもちいた

WEB 調査をおこない、高齢期の日常生活の
パタンを類型化を試みる。さらに類型化した
パタンを、同時に収集した他の変数をもちい
て分析することで、高齢期の WLB の実態と
そのメカニズムの解明を行う。 
 
３．研究の方法 
高齢期の WLB についてその実態を把握す

るために、本研究では大きく 3 つのプロジェ
クトを実施した。 

 
（1） 簡易版生活時間調査の開発 
生活時間を簡便かつ、就労のみならずケア

労働が重要となると想定される高齢期の
WLB の実態を測定可能な簡易版生活時間調
査を開発をおこなう。またこれらの項目が妥
当であるかについては、一般高齢者に紙面に
よるテスト調査をおこなうことで、その回答
可能性を把握する。 

 
（2） WEB 調査による生活時間の測定 
開発した生活時間調査と、各種属性、およ

び、健康指標などのアウトカム項目をもちい
た WEB 調査を実施する。WEB 調査をもちい
る理由は、パタン抽出にたるサンプル数を回
収することと予算の兼ね合いを考えると、紙
面による調査では困難であること、また、回
答漏れなどがコントロールできることから
WEB 調査をもちいる。 
調査対象としては、40 歳以上の中高年齢者

を対象都市、育児および介護を現在提供して
いるものといないもの双方に対しての調査
をおこなう。母集団を単純に人口比例させる
のではなく、育児と介護のどちらか一方また
は双方を現在行っている人と、それ以外の人
をそれぞれ同数対象とした。 

 
（3） 系列分析をもちいた生活時間のパタン

分類とその健康への影響の分析 
これまでの生活時間の分析は、その平均時

間として観察される時間的側面、すなわち活
動量が注目されてきたが、実際の生活では、
生活行動の順番や組み合わせ、長さなどは多
様である。そのため生活時間のパタンを考え
る際には、活動量だけでなく、生活行動の順
序や長さを考える必要がある。そこで生活時
間を分析する上での有効な系列分析の手法
を把握し、その手法をもちいて生活時間のパ
タンを抽出する。そのうえで、抽出したパタ
ンによって健康度が異なるのか、またそのパ
タンを形成するメカニズムがどのようなも
のか、回答者の社会階層や家族構成、学歴、



居住地域などの情報を収集して分析を行う。 
 

４．研究成果 
（1） 簡易版生活時間調査の開発 
簡易版生活時間調査の開発においては、プ

ロトタイプの調査票を作成したうえで、A 市
内の老人クラブに所属する 12 名の高齢者に
テスト回答してもらうとともに回答しやす
さなどについてヒヤリングをおこない、修正
するというプロセスを経た。 
この検証プロセスを経た結果、既存の調査

よりも簡便に回答できるよう、測定間隔を 30
分おきとし、また、昼夜逆転している人も把
握できるよう午前 0 時から翌午前 0 時までの
24 時間ではなく、午前 0 時から翌午前 4 時ま
での 28 時間を 54 回区分で測定することとし
た。これは、翌午前 0 時までに就寝していな
い人が回答しにくくなることを考慮したた
めである。既存の調査との比較を想定して開
始時間は午前 0 時とし、多くの人が就寝して
いる午前 3 時前後を区切りとするべきである
ことから午前 4 時とした。 
測定する生活行動については、簡素化のた

め活動項目は 10 項目程度を目標とし、中高
年齢期を想定した行動に絞ることとした。そ
の結果、「社会生活基本調査」が 20 項目を設
定して調査していたのに対して、高齢期や育
児・介護等のケア活動をおこなっている人の
分析をおこなうことを想定することから、家
事については、「家事」「育児」「介護」を区
分すること、かつ、高齢期における余暇の過
ごし方については、能動性の有無を考慮し、
自発的におこなう能動的な余暇として「趣
味・娯楽・スポーツなどの余暇活動」を、逆
にゆっくりとくつろぐ非能動的な余暇とし
て「休養・くつろぎ・テレビ・ラジオ・新聞・
雑誌」を設定し、さらに「学習・自己啓発な
どの学習」も設定した。この結果、最終的に
は時間が 54 区分、生活行動が 12 項目の調査
票となった。 

 
（2） WEB 調査による生活時間の測定 
実査は、生活時間の入力のしやすさや経費

等を考慮し、調査会社の登録モニタを対象と
した WEB 調査として行った。WEB 調査とい
う手法を選択することから、75 歳以上の高齢
者は非常に人数が限られることから、対象年
齢は 40～74 歳とした。調査項目は、開発し
た簡易版生活時間調査の項目のほかに、介護
提供および社会参加の有無とその経験をも
ちいた。また、アウトカム項目として各種の
健康指標や幸福感などを測定し、個人レベル
の社会関係資本項目（支援ネットワーク）を
媒介変数の候補として設定した。統制変数と
して、性別、年齢、社会階層（職歴）、家族
構成、学歴、等価所得、地域状況を質問した。 
育児や介護などのケアに従事しているこ

とが今後の中億年齢期の WLB を考察する上
で重要となるという観点から、現在、育児ま
たは介護のいずれか一方または双方をおこ

なっている人と、行っていない人の対象を等
分し、それぞれについて 2015 年の国勢調査
に比例するよう、性別、年齢 5 歳階級、地域
（6 区分）を考慮して 2,400 人を回収目標と
した調査を実施し、最終的に 2,480 人から回
答をえた。 

 
（3） 系列分析をもちいた生活時間のパタン

分類とその健康への影響の分析 
WEB 調査によってえられたデータの分析

については、系列データ分析  sequence 
analysis をもちいた分析をおこなった
（Cornwell 2015）。分析には R の TraMineR パ
ッケージをもちいた。系列データ分析では距
離行列の計算について様々な計算方法が提
起されているが、本研究では最適マッチング
法をもちいた。 
その結果、高齢期の WLB を考慮する際に

は余暇活動のあり方が重要であること、また、
ケア活動をおこなっている層については、細
切れの育児、介護という側面が見られること
が明らかとなった。とくに 60 歳以上につい
ては以下のような生活パタンが抽出されて
いる。 

 
・男性・ケア実施群：5 パタン（就労型、
受動的余暇型、積極的余暇型、ケア・余
暇混合型、就労・ケア両立型） 

・男性・ケア非実施群：3 パタン（就労型、
受動的余暇型、積極的余暇型） 

・女性・ケア実施群：5 パタン（家事・受
動的余暇型、家事・ケア混合型、ケア中
心型、残余、就労後ケア型） 

・女性・ケア非実施群：3 パタン（家事・
積極的余暇両立型、家事・受動的余暇型、
就労型） 

 
これらの特徴としては、第 1 に高齢期であ

っても就労の有無やその長さが生活時間の
パタンを大きく規定していること、第 2 に、
家事時間よりも余暇の過ごし方が生活時価
のパタンを大きく規定しており、睡眠時間や
身の回りの用事、移動などの時間はパタンを
考えるうえではそこまで重要なものではな
かったこと、第 3 に、ケアについては実施群
と非実施群で当然ながら大きな差が見られ、
とくに高齢女性についてはケアによって生
活時間のパタンが大きく分化していた。 
また、ケアの時間を詳細に分析すると、ケ

アの時間は就労と異なり一定のまとまりを
もった時間ではなく、「細切れの時間」とな
っている傾向が明らかとなっており、これは
とくに、家事や就労と両立している人ほどそ
の傾向が強かった。ゆえに中高齢期の WLB
の特徴としては、ケア労働をおこなっている
人の WLB は細分化された時間管理という要
素が重要であることを明らかにした。 
ただし、これらのパタンへの健康への影響

は明らかとなっていない部分も多い。健康度
自己評価については男性に関しては積極的



余暇型がやや健康度がよいという結果がえ
られたが、ストレスについては、これらのパ
タン間ではほぼ差がなく、細分化された時間
管理がストレスをうみだすということは示
されなかった。そのため、時間の細分化がも
たらす帰結について、より詳細な分析を行う
ことが今後の課題となる。 
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